
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

所属議員 神原 宏一郎（無所属・３２歳） 

       北之坊 晋次（無所属・３６歳） 

       花井 慶太（みんなの党・３７歳） 
 

基本方針 ・未来志向の政策提案 

       ・次世代のための財政再建 

       ・議会、行政の見える化 
 

会派のスタンス 

       ・所属議員個々の信条を尊重する 

       ・現市政にたいして是々非々で取り組む 

       ・他会派、議員と連携できるものは積極的に行う 
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ＶＯＬ．1 
 

現状に不満を持ち、将来に不安を抱かれているみなさん。その不満や不安を政治は、しっかりと解消して

くれていますか。現在の政治が解消してくれそうな期待感を抱くことができますか。 
 

その答えは恐らく「NO」です！！ 
 

既存の枠組みに嫌気がさし、過去からの慣例に縛られず、様々なしがらみに捉われずに、ただ信念に 

基づいて、誠実に、貪欲に活動したい。議会内外で、新たな発想・先見性を持って市議会や行政が抱える 

諸課題に向き合い、解決の道筋を示していくことで、一歩一歩着実に市民の方々の不信感や絶望感を   

払拭し、期待・信頼へと繋げていきたい。 

私たちは新しい希望の光、期待の受け皿になるべく、新会派『未来とよなか』を結成しました。 

是非とも新会派『未来とよなか』と所属する３議員を厳しい目と温かい心で見守って頂ければ幸いです。 

～豊中の未来を描くのは僕らだ！！～ 

豊中市議会では５月定例会は議長・副議長など各種ポストを決める役選議会なっており、 

残念ながら今回の議会でも個人質問は実施されませんでした。 
 

できる限り個人質問の機会は設けるべき！！ 
「未来とよなか」は 5 月定例会でも個人質問を行うべきと考えており、個人質問の実施を強く求めています。 

   

議長になって何がしたいのか？～未来とよなかは議長選挙での所信表明実施を求めています～ 
議長は議会運営・議会改革に関する重要な役割を担います。ところが、豊中市議会では、議長候補者の 

所信表明を聞くこともなく、会派間で事前に調整された候補者が議長に選ばれます。 

 新会派『未来とよなか』の概要 

豊中市議会会派 

未来とよなか 
議会通信 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
    
 
 
  

３月１１日午後２時４６分東北地方太平洋沖を震源とする東日本大震災が発生しました。被災された

方々に、心からお見舞い申し上げますとともに、亡くなられた方々のご冥福をお祈り申し上げます。 

６月末に僅かな期間ですが会派全員で被災地（岩手県）にボランティアに行ってきました。 

＜大槌町で現地視察＞ 

大槌町役場は地震と津波で使用できなくなり、   

現在はプレハブの仮庁舎に移っていました 。   

震 災 後 、 津 波 が ２ 階 建 て 庁 舎 の ２ 階 ま で      

押し寄せ、町長はじめ数十人の職員が震災後  

庁舎の前で災害対策会議を行っている最中に  

津波に流されてしまいました。 
＜釜石市内でボランティア活動＞ 

釜石市ボランティアセンターに行き、市内外からの   

ボランティアの方々とともに被災して家を失った方の  

雇用促進住宅への引越しのお手伝いや店舗の瓦礫・ 

土砂撤去作業をしました。 

わずかな滞在日数ではありましたが、被災地に

行き被災状況を見て、被災された方や被災地

で活動されている方の話を伺えたり、実際に 

被災地でのボランティア活動を行えたことで  

得るものがたくさんありました。これらの経験や

体験を今後の防災対策を含め、まちづくりに 

活かしていかなければなりません。 

まだまだ、被災地の復興、被災者の方々の  

生活再建には長い時間、大きな人的・経済的

支援が欠かせません。可能な範囲での支援、

協力を今後もしていきたいと思います。 

応援のため３か月間

滞 在 し て 職 務 に  

あたっておられる 

豊中市職員を激励 

腐 敗 臭 が 漂 い 、  

膨大な量のヘドロ

や魚介類が・・・。 

 ヘルメット・ゴーグル・

防塵マスク・ゴム手袋・

鉄 板 入 り 長 靴 な ど  

フル装備で・・・ 

＜被災地での活動を通して＞ 
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〒561-8501 豊中市中桜塚 3-1-1 （未来とよなか会派控室） 
Mail:miraitoyonaka@gmail.com 
ぜひ、周りの方々にもお知らせ頂ければ幸いです。 

 

 ぜ ひ 、 皆さ ま から の ご意 見 ・     

ご感想をお聞かせ下さい。 

ご要望などもございましたら、 

お気軽にお寄せ下さい。 

 

 今後の活動予定 

   ①活動報告紙『未来への架け橋』の発行      ②街頭での活動報告の実施 

   ③会派としての議会報告会の開催          ④勉強会・視察の実施 

⑤その他、市民の方々のご提案・ご要望に応えられる活動を展開 

＜遠野市ボランティアセンター＞ 

岩手県内のボランティア拠点を担い、全国各地や世界  

各国からのボランティアの受け入れや、周辺自治体に   

ボランティアを派遣、宿泊地の提供もしています。現在も

長期ボランティアをはじめ約２００名が宿泊しています。 

わずか１畳余りの 

スペースで宿泊。 


